
参加協力券 大人 2,000円（記念品付・弁当なし）
小人 1,000円 ※定員を超えた場合はお断りすることもあります。

日 時：2022年10月２日（日）
12時～16時（受付時間11時30分～）

場 所：大阪市立北区民センター 2階 ホール
購入方法：お住まいの所属協会で参加協力券をお買い求めください。
参加資格：近畿ろうあ連盟加盟団体会員

全国手話通訳問題研究会会員
近畿手話サークル連絡協議会加盟サークル会員

明石市長
泉 房穂（いずみ ふさほ）氏

主催：近畿ろうあ連盟
主管：公益社団法人 大阪聴力障害者協会
後援：大阪府・大阪市・大阪府教育委員会・大阪市教育委員会・一般財団法人大阪府身体障害者福祉協会・

社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会・読売光と愛の事業団大阪支部・ＮＨＫ更生文化事業団近畿局（予定）
協力：大阪手話通訳問題研究会・大阪手話サークル連絡会

第1部
大会式典

第2部
明石市長 泉 房穂氏の講演

『旧優生保護法被害者等の尊厳回復及び支援に関する条例

～明石市は被害者を見捨てない～』
日本伝統芸能猿まわし公演、福引、デフリンピック凱旋報告
大会終了後、扇町公園から中之島公園までデモ行進を実施いたします。（詳細は裏面）

問合せ先

公益社団法人 大阪聴力障害者協会
大阪府大阪市東成区中道1－3－59
大阪府立情報コミュニケーションセンター3階 聴覚障がい者支援センター（手話）
TEL：06－6748－0380 FAX：06－6748－0383 E-mail：rouosaka@yo.rim.or.jp



明石市長 泉 房穂氏 プロフィール
１963年明石市二見町生まれ。1987年東京大学教育学部卒業後、ＮＨＫに入局。
ＮＨＫ退社後、司法試験に合格、1997年から弁護士。
2003年、衆議院議員となり、2007年、社会福祉士の資格を取得。
2011年、明石市長となり、子ども施策、障害者福祉に力を入れて取り組む。
2015年、「手話言語・障害者コミュニケーション条例」施行。
2016年、「障害者配慮条例（差別解消条例）」を施行し、事業者の合理的配慮を市が公費で助成する

「公的助成制度」をスタート。
2020年、パートナーシップ・ファミリーシップ制度をスタート。
2021年、「旧優生保護法被害者支援条例」「インクルーシブ条例」施行。
現在３期目。明石市の人口、出生数、税収、基金、地域経済などの好循環を実現。
市の人口は9年連続増、税収も8年連続増を達成している。
柔道３段、手話検定２級、明石タコ検定初代達人。

あいちゃん大場トレーナー

近畿ろうあ者大会終了後デモ行進を行います（30分～1時間）
扇町公園から中之島公園まで歩き、終了後流れ解散といたします。
参加希望の方は、指示に従い扇町公園にお集まりください。

交通方法

大阪市立北区民センター
・JR環状線「天満駅」から西へ徒歩3分
・大阪メトロ堺筋線「扇町駅」2号B出口
北へ徒歩3分

新型コロナウイルス感染防止のため、アルコール消毒及びマスク
着用のご協力をお願いします。体調不調の場合、ご来場はご自粛
ください。

お願い

ご挨拶
1000年続く日本伝統芸能猿まわしは、
お猿さんと人が息を合わせ、二人三脚で
数々の技を披露する心躍るエンターテイメ
ントショーです。

今回のパフォーマンスでは、耳が聞こえな
い友人との出会いをきっかけに手話を学ん
だ大場トレーナーと、
可愛らしくて甘えんぼうな日本猿あいちゃ
んのコンビ「アイノテ」が登場。

「あきらめない気持ちが大切」をテーマに、
跳躍力やバランス感覚を使った凄技に挑戦
していきます。
ショー中にはあいちゃんも可愛い小さな手
でいくつかの手話を披露しますのでお楽し
みに！

お互いを信じ頑張る2人がお届けするショー
で、楽しいひとときをお過ごしください。

第一種取扱業登録証
株式会社二助企画/神戸市北区大沢町上大沢2150/
展示/神保保第0514002号/平成26年/6月6日/
令和6年6月5日/大田美由紀

デモ行進

手話を取り入れた猿まわし


